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..超高 壓 に 就 て(第 二 組)




物質の商壓下の性質を測定するに際 し耐糜菅内に電流を導入する目的にて 絶縁捧 を挿入す ・
ることが必要である.・既め方法に對 しては壓力が高い場合特に困難である,そ の理 由は電氣
絶縁物質が脆弱なるためである。 縫つて耐壓管と同質の鏃材で出來る.だP3f#するが如き楮




削 り幽して用ひたのであるが,測 錐環が絶縁俸と高壓鐘に密 に合ふことが肝腎である.此 の.
象牙圓錐瓊の切創は困難 である.B叩e,Ne轍To皿end1⊃はエボナイトを用ひ,裟壜するisr5
つては電気絶縁栓 を温めて締め附け土 ボナイrを密着せしある方法 をとつた.次 の二,三の例
も同樣であるが,何れ も耐熱度が悪い.Bone等は耐熱 口的でセメン トを絶縁搾め頸に塗つて























鮒熱 を考慮 して作 られtg璽ttFig・2とFig・3であつて前者は噺面梯形型の .SoapStone,後
者ほ楔形の硝子を絶縁物質として使用した・ 然 し此等は耐熱度は上述の るの より勿論 よVゆ
けである雌 耐雁皮が低 ぐ數戸氣雁に過ぎ紅 絶縁物の材質又は構遘に鯨陷 を有するもめと
考へ られ る・Amagatの圓錐形々式による絶縁物として上述の外 にベ ークライ ト,その他の可
塑性合域物,tde物質で最も硬粋海獸骨など使用されたが滿足な結果は褐 られなかつた。Amagat
　
の形Ptよ れば耐熱め問題なき揚合o使 途に就ても3・OOOIcglcm:を超 えない程度であつた.
園跪型使用爾竃氣絶縁栓には拵造上lg缺陷があると考へ られる・ 絶縁物質を締め附ける鱶
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極めて高い壓の揚合は接觸面め大きさを考慮せねば耐歴の囘的は逑
せ られない・.BtidgTna轟',峠此の峡陥 を除去するため右記Q如 き構造の
も.のを使用.した.帥.ちFig4のAは 雲母の絶縁物で壓1と導 える部分
である・Bは 騨 覇 で漏洩防止の役 をする・晦 雲母片でBの 讎.
に當 り,.絶橡棒のフランヂを受止 める.覯瓊S.ぽゴム.がAと絶像捧の
間隙から:はみ出すめを防 ぐ。RはSの 圓錐形の凹處.を充 し,.ゴムh・;S
し
を通 してはみ出ナ1と を防 ぐ・鋼瓊Eに は全 ス卆レスがか.略 φであ
るか ら,宜め穴を出來るだけ小さ ぐするヒとが阡腎であるが,維 縁捧
との電氣絶御{保 證されね徽 られ 絶麟 末端鯲 ては此を固定さ
』すため絶縁質がネヂ止めされてわる.理 め構邁であると.丙壓力を受け
る面はパツキングを抑へる面 より大 きい.此 め電氣繕緑栓は ユ2,000
・
13
は繕縁物賞を濡めつける面.より・大にすることが當然である.此 の圓誰型 のaの はその目的に
は形が悪い.帥 ち此等 は無理な形式めもめである1圖 め如き個鍵のデメンシヨシでぱ自a
附けにならぬ.自 己締階にするに}‡圓錐面の二部で.しめ府ける鎌 にするか,商 さの低い圓錐








k91cm2で常閉に蠍Il20、000kgノ㎝2で 可域 りの圃藪使加何能である,と云はれ る・破壌はA
底る雲母瓊が受けるのであるか ら婁母より材質示より.強い・ことが望ましいのである.此 のた
めBridgmanは雲母より.機械的に張粋サフ..アイヤーを.用ひた。然.しその結果は發K'rtnt'
べ られてゐる 蹠 監粘 此 と同樣 嫡 で電無絶緲 箆 組立て 、{ヒ學反慝の熱源用の端子に使
用して繭座5,000kgまでの實驗に俥用してゐるが,Bridgmanと同Kゴ ムを使用 してゐる
から耐熱度健極めで悪い.然 し反應管 の内壁自身燒屎しめ恐あるか ら内部に熱絶縁壁を設け,
更に内壁め潭度の低下 を水冷によつて砥下サしn反曄管壁は2000C、以下に保つ樣にしお 然
しながら電極の低温を保つためには 此れがけで充分でないか ら高壓下め高温の實驗は酎壓管
の使用範凾を電氣絶縁栓め 先瑞か ら.相當離れた處にとらねばな らな くな り耐瘢管内の死空間
を壌す辷.と.になつて くる,特 に高歴裝置に於で耐壓管内の容量の 不経涛は極力避けねばなら
ぬ.',
以上の 從來行はれ海.各種 の型の得失を考慮して 筆者は 次に述べT二,三 の試み を行ふた.















歌 質ゴタ.をお.言耳斯融 を防 ぐ方法 をと り,絶縁捧
のフランヂの上下面には枩母Bを 使用した・此嘘にの
歴 綬 ける雲鵬 訟 外徑凡そ1。t・tni,内ts13tn/ni
のもゐを.2m/m.厚さに使用 した.雲 母瓊の坐はよ
.く癩かれズ5mlmの 穴が穿たれてゐる・ 既の樣な
2)Bridgman,7海1閉屮52`∫毫〆 」剛 尸レセ`」副出 段3,(1931).








































































継 の砂 を5,000.5,500kg/cmｰ一tiff試驗腫 縦 鵬 漏齢 くな く.・噸 され ること
は.奉力aOfG帽tか ら此較的簡單な.Fig.5の勘 も.ので.も充雑 用に堪えるζξが分つた
此處に問舉.な るめはゴ確 肌 で耀 洩嘩 らぬかとNFLと である・ 此簾 め1・雌 紐
の蝉性を利用ずるrとLレ 羃母の剥離面に果物が入つておちね か,又剥離が卑全に行嶂れて .
.ゐ.るか を確あT3ム を脱 して耐壓試験を行つた.勿 論ゴム挿入め場所には雲母片 を瓊歌 に卷
いてRIrA絶縁を保證 した・此の耐願麟驗 の精果漏洗は6,000～5・500kg/cm=稈度では見 られな
.かつた .
雲臟 の撒 きには勵 圦 らぬ楼に充会臆 せねばな.らぬζ.と1婀れの鍋合も鯲 である・
此の縞果からゴムの使用は無珊であ.ることぷわかった.
騨 め代脱 レで・アイ・{1一その他鰄 可難 蝦 雄 用した麟ooOk》・m'迄で何描
非衛鰯 さで醐 め墳H励 て完全}τ破壌し考られた・『電氣龜榔 噸 励rドで絳:瞰られ
てゐる・ ゆ キングと准る.櫛吻の締附肪 法費峭 弓騨 眇 鯉 唸 る撒 設融 られて
ゐるか ら組立にぽ試驗壓の.Orderに締附 けるtと はネ可能 になつてゐる.Cの パツキング姉





彊摩 でhFi#る螺 が軽 か.ら=aに縣 繍 ケの倖睡 試み⑳ である
冊 φ御 例乱 てG.E・鯉 のFig..3の嬋 雄 力rある・此ぱ.45・oCまで使用可能
セあ.る.から耐勲程度は滿足ざれるものである 耐黶鞏度は製作方法による・此の工作工程は.
{・}から.{bい移る囃 で示されてゐる・防 先づ驟 維雌 の殼鞘1躙 幽 噛 子を入
れ絶灘 を挿入し迦 熱下で..{・)を(b)に迄絞る・(a)Y+は研 飆 筒識 のタ膨 は雕 でφ.
るが.働は理が迸となり,矢の方殉.よりの耐摩に保誰されるものであるL此 の電氣絶縁栓の
陣 噂 子と鍋 部め雌 に燭 力も.硝子峰 縁勵 羅 殻の間の接騰 櫞 び脇 ∫罎 生に.
職 て孅 耀 ぺ頓 る・ 蜘 嘩 隼した揚合財 硝子鞭 肌 て懶 する旅 続 載訛
てゐ.るか.ら副 曝は300氣壓程度iτ止 まることが理解出來る.從 うて耐壓の毀では滿足出來ぬ
か ら揃子文は水晶片の使用方法 を變へねばならぬ.組 立はM7と.同様に自己締附けの方法を採
ること.にする・
前報告のFig,駐 では漏洩の防止方法 ξしての研贋は硝子ρ一面,即 ち鐔に撞觸する面だ
けで ょやが,電氣繦縁栓の蝸合は兩面とも膚 く必要あ り,光學窓 より更に小型を要求 され るか
螺 離 でφ髏 の困難 は1trLnずる曇‡簾 である・從つ嚀 母で珊 な飴 跚 爺 丿怪 水
晶を電氣繦 耀 に用ひナ,研 磨の必要のなV璽 母め結晶緬 を秘1し たのである.噛
醗継 を婪求する電氣絶豫に衛子を川ふるzと は硝子が引張 り強度1に:比較 して 壓力lt$}する
萄 度が勵 て強いためである.nt際aitf子K歪の存在することを極力避 けねばならぬ」 エナSri
子の耐謄強度はWinkelmanロ...翫oU.1によれにNatron-Toηerde・Borbsilika[は126.4kg/romｰ,
3}.Mackay,``.Seal/01躍如'n[.■)麟を`5."..U・S`P血t¢日ti,3ss、UO・


















耐壓管特殊鋼に近喚強度を有すると考ぺ られ る。 績1橘水晶は方向によって多少の差があるが
160-V18?.lcg/mm=で醐 管蝦 を超:え..る.強:さの もの である:・耐壓管は内部 を:鵬脚 ζ帥 取
.つてゐaか ら耐壓の大きさとしては形か ら來 る割引 した嚇張 り聾度を與へねばなちぬ携 硝子
乃至水晶堤 を絶縁物2Rとして使用するξ邊は耐鰹輯霹測寧そのま玉の使用法であるか.ら,それ
らの張ざを殺 してゐない.律 つて充分 滿足出雍 る張 さの ものと.考へて硝子,水 晶を使卑して
差岡ない.と考へられる。 然 し此等の ものは使用ずるに雷つて試驗壓 より遙かに低い歴で破壌
され るごとが往々ある・ また形が肇状である衆め電氣絶縁栓め絶縁物質として硝子等を用ひ
ること.は光罩窓よ り.は脆弱 と考へねばならぬ,律 つて至の發生原因.に就て考懸を特に梯はね
蹠 臓 ・聯 瞰 麝 鯲 ける鯵 鑼 け礁 安鎌 舞 施して繍 綜 栓の櫞 瀕 と
して磆子文は水品.を探用す.ること1こ'した。..
硝子砂 酣 鰍 熔 易であ砧 融 棒嗹 欲 φ緬 軈 く≒ξ1熔易TRH・硝子板
を穿孑し.し凝 ～である抑 壓の騨 姓 じ破壞
の原因となる.・これを除去せ韓 なら溢.從つ
Fig.'R省 謝 る肭 縫 皖 動 融 沁泌畢 なる
從つ懲 麟 姉 分に行曜 の贓 に細心の灘 が耀 マある 切輛 嘩 よ.く鷹呼 纖
面蘭 耕 貔 豚 ずる磯 の榔 トで作り.あげ燭 を.Bridgm・u,Bassetの蹄 轡 勘一谿 に替へ3Cのである・ そ唏 果鱒 ρ方奉吻.嬾 離 止にゴ睦 用ひる必事唖 畷 が
嗷 に趣 満 解輝 鱒 する蜥 吻 蹕の鄭 知.し徽 嶺 るの畷 作鹹 批 考・恥
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